
○ 自転車盗の発生状況

令和７年中の福岡県内における自転車盗の認知件数は、10,034件で、令和
６年と比較して、163件減少しました。

○ 自転車盗の発生場所 〇 被害自転車の施錠状況

自転車盗は、駅やマンション等の管理された駐輪場でも
発生しています。
短時間であっても、鍵を必ずかけ、鍵は「二重ロック（車輪

＋支柱やポールに結束）」するようにしましょう。

自転車盗の認知件数

被害のうち、
約６割が、施錠なし
約４割が、施錠あり

と、半数以上は「施錠なし」での被
害となっています。

被害のうち、
約４割が、中高層住宅・戸建て

住宅・その他の住宅
となっています。自宅の敷地に駐輪
していても、盗難対策が必要です。

※中高層住宅～４階建以上の住宅
※その他の住宅～３階建以下の集合住宅
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【自転車防犯登録】

防犯登録は『自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総
合的推進に関する法律第１２条第３項』に「自転車を利用する者は、
その利用する自転車について、公安委員会が指定する者（福岡県は福
岡県防犯協会連合会が指定されています。）が行う防犯登録を受けな
ければならない」と規定され、義務付けられています。

【手続き】

自転車を購入したときは、購入した自転車店、警察署（防犯協）、
交番、駐在所で登録が可能です。一部の販売店では、取り扱っていな
い店舗もあり、店舗が防犯登録を取り扱っていない場合や、中古の自
転車については、警察署（防犯協会）、交番、駐在所で手続きができ
ます。

防 犯 登 録 制 度

自 転 車 盗 難 防 止 装 置

鍵穴部分がシリンダー式で
簡単に開錠されない

金属の太さと硬さによる切断耐性
が高い

ワイヤー＋スチールジョイント＋カバーの

３重構造になっているのが一般的であり、
ジョイントにより太くなる為、破壊されにくい


